












































たo [結祭}対象者全体における愛護体鈍感 (p <0.05). 














められないものの，筋力 Tr単独苦手においては ALB. Hb 
の抵下が大きい鎖向にあった。これらの結楽は，議務;窃齢
者の筋力 Trにおいては，自箆j義務のような低強度の筋力
Trであっても，筋たんぱく合成あるいは遂g誌によるエネ
ルギー消費に対して，食事摂取によるたんぱ〈質摂取やエ
ネルギー摂取のみでは充足することが出来令かった絞染と
して生じた可能性が示唆される。
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